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令和６年第１１回田原市教育委員会定例会 

１ 開会 令和６年１１月２２日 午後１時３０分 

２ 閉会 令和６年１１月２２日 午後２時４８分 

３ 会議に出席した委員 

田中早苗教育長職務代理者、太田孝雄委員、髙崎佐智江委員、 

田中智和委員 

４ 会議に欠席した委員 

５ 会議に出席した職員 

教育部長               増田直道 

教育総務課長             川口 崇 

学校教育課長             峠 尚良 

生涯学習課長             山田達也 

スポーツ課長             鈴木雅也 

文化財課長              天野敏規 

図書館長補佐兼係長          彦坂幸子 

教育総務課長補佐兼係長        木村真一 

６ 議事日程 

別紙のとおり 
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田原市教育委員会第10回定例会議事日程 

             日 時 令和６年１１月２２日（水) 

                 午後１時３０分 

場 所 市役所南庁舎３階 ３０２会議室 

１ 会議録署名者の指名 

２ 教育長報告事項 

３ 議題 

（１）議案第２２号 市議会提出案件（田原市使用料及び手数料条例の一部を改正する条

例）に対する意見について 

（２）議案第２３号 令和６年度一般会計教育費補正予算について 

（３）議案第２４号 田原市図書館協議会委員の任命について

４ 報告事項 

（１）教育委員連絡報告事項 

（２）令和７年度小中学校入学式等儀式の実施日について 

（３）小中学校への寄附について 

５その他 
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開  会    午後１時30分 

教育長 それでは失礼いたします。本日は何かご多用のところ、雨で足元の

悪い中、ご出席くださいまして、ありがとうございます。ただいまの

出席者数は５名であります。定足数に達しておりますので、令和６年

田原市教育委員会第11回定例会は成立をいたしました。これより開会

をいたします。 

教育長 それでは会議規則第13条第２項の規定によって、会議録署名者を指

名させていただきます。今回の署名者として、田中早苗委員と髙崎委

員のご両名を指名させていただきますので、よろしくお願いをいたし

ます。 

教育長 それでは議題に先立ちまして、教育長報告を私からしたいと思いま

すので、よろしくお願いします。資料は２ページと３ページ、２枚に

わたります。これだけ多くなったのは、学校訪問が入っていたのと、

それから学芸会、学習発表会並びに、それぞれ２年研究３年研究の研

究発表会が入り込んだ。そのため、非常に数が多くなっております。

抜粋して説明をしようと思いますが、まず10月30日、亀山小学校と

中山小学校の学校訪問がありまして、これで学校訪問は全て終了をい

たしました。特に半日のいわゆる教育活動視察では、教育委員の皆さ

んにも出ていただき、非常にいい意見をたくさんもらったということ

で、学校もそれを励みに頑張るということでしたので、本当に感謝を

しております。 

それから10月31日に、田原中学校と赤羽根中学校の２カ所に分かれ

て、３年次と２年次、それぞれの研究発表の成果を報告させていただ

きました。委員さん、それから学校教育課もそれぞれに分かれて、こ

れを視察しました。自分も両方に、挨拶をしなければならない関係

で、肝心の授業はあまり見られなかったわけなのですけれども、それ

でも田原中学は峠課長が、それから赤羽根中学校は大場指導主事がび

しっと指導講評してくれた。また、その様子を聞くと、来られた先生

方も非常に勉強になったということを言っておりましたので、やはり

研究発表はやる価値があるなというのは思っております。 

それから11月１日に第62回愛知県へき地複式小規模学校研究大会と

いうとことで、自分と大羽指導主事で設楽の津具小学校に行ってきま

した。これはどうして田原市として参加しているかというと、実は田

原市にもへき地校指定の学校がありまして、令和10年になるかなと思

うのですけれども、実は亀山小学校がこの発表に当たります。という

ことで、その準備のために今から進めているわけなのですが、ただ、

この津具小学校が、実はへき地プラス自分の学校の研究発表が当たっ

ておりまして、生活科といわゆる総合的な学習で発表しておりました
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ので、実はあまり参考にならなかったかなと。これで自分たちは亀山

小学校に対してへき地で見せるならば、へき地といいますか複式学級

で見せるならば、国語と算数をやらなくては駄目だと。やはり国語と

算数、２学年集まったところで、それを１人の先生がどういうふうに

して掛け持ってやっておるのか。やはりその姿を見せてほしいと、そ

のように亀山小学校に伝えてありますので、あそこも進めてくれてい

るかなと思います。 

３ページに入りまして、11月２日と３日なのですけれども、それぞ

れ、ここに太田先生が副会長でおられる、文化協会が文化祭というの

をやっておりますので、自分も田原会場と渥美会場、全て回らせてい

ただきました。それぞれお茶会も顔を出してまいりました。非常にど

ちらも盛況で、よかったのではないかな。ただ、やはり若い人が少な

いということですので、子どもたちをどうやってこれから巻き込んで

いくのかな。それが双方も課題であるかなと思いました。 

それから11月５日に、田原市の教育懇談会というのがありまして、

ここは何をやる会かというと、いわゆる教職員の組合との話し合いに

なります。やはり組合もそれぞれ働き方改革のもと、自分たちはどう

いうふうな状態にあるのかというのをデータというか白書を示して、

こちらに訴えてきますので、こちらもそれに合わせて、回答できると

ころ、それから指導すべきところ、そういうことを話し合ったのがこ

の会です。 

それから11月７日に第35回渥美半島菊花大会がありました。これは

１週間あったのですけれども、その表彰式で挨拶をしてまいりまし

た。非常に立派な菊があって、内閣総理大臣賞がここから出ます。そ

ういうわけで渥美半島が世界に誇れる花の街をやっている、その中心

源にもなっているので、素晴らしいなと思いつつ、ただ自分が不思議

に思ったのは、ここ渥美農高が入っていなかったもので、それはない

だろうということで、今度は渥美農高の校長先生に会ったら、渥美農

高は花卉もやっているはずであるので、ああいうところに出さない

と、やっぱり存在感を示せませんよと、そのように自分は言うつもり

です。 

それから11月９日と11月16日にかけて、７校と11校だと思います

が、学芸会と学習発表会が分かれて行われました。自分たちの世代は

学芸会ということで、やはり子どもたちを規定の台本、もちろんそれ

に手を加えるのですけれども、それで見せるというのを第一に、学芸

会はやるのですけれども、今の学習発表会は、子どもたちが独自で勉

強したことを使って、例えば劇にしろ、器楽にしろ、そうやって入れ

ていくのですけれども、そのように子どもを前面に出したようなもの

を見せるということ。もちろん練習不足のところもあるので、若干ば

たばたするところはあるのですけれども、やはり学習発表会もいいな
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と思います。今の教育というか、子どもたちが前面に出て、子どもた

ち自身が作り上げる。そういう意味では、この学習発表会は非常に価

値があるものだな、そういうふうに自分は感じました。 

それから11月10日、中部北陸実業団対抗駅伝競争がありまして、皆

さんにも顔を出していただき、ありがとうございます。非常に盛り上

がって、市長が前面に立って、黄色い服を着ながらやっておられたも

ので、市としても取組み甲斐のあるものだったなと思います。 

それから11月16日、合わせて衣笠小学校が、開校40周年記念事業と

いうイベントを行いました。ここ10年ごとにこれをやって、他の学校

は多分10年ではなくて、25年であるとか50年であるとか、割と大きい

区切りで切ってくるのですけれども、衣笠小学校は10年刻みで、それ

ぞれ地区の人、それから歴代の校長を集め、体育館がいっぱいになり

ましたので、十分、盛況で価値はあったかなと、そういうふうに思い

ます。 

最後になりますが、11月17日、福祉の集いが福祉センターであっ

て、ここは、また後で生涯学習課長から人権ファンクションの講演会

の話が出てくるかなと思うのですけれども、社会福祉協議会を中心と

して、障害のある子ない子、ノーマライゼーションでみんなで一緒に

やりましょう。そのためには何が必要なのかを考える。それがこの福

祉の集いにつながっていたかなと思うのですが、非常に盛況で、やは

りどの子も分け隔てなくやるという、そんな温かい会だったな。それ

も自分も体験してまいりましたので、また来年も同じように行われる

かなと思いますので、またぜひお手隙の際は見ていただけるとありが

たいかなと思います。 

というわけで、自分からの報告でしたけれども、何かご質問等あっ

たらお願いいたします。よろしいですかね。 

それではご質問もないようですので、教育長報告を終わらせていた

だきまして、これより議題に入ります。 

教育長 はじめに、議案第22号 市議会提出案件、田原市の使用料及び手数

料条例の一部を改正する条例に対する意見についてを議題といたしま

す。事務局の説明をお願いいたします。 

スポーツ課長 スポーツ課長の鈴木です。よろしくお願いいたします。 

議案第22号 市議会提出案件、（田原市使用料及び手数料条例の一

部を改正する条例）に対する意見についてご説明させていただきま

す。別紙のとおり、田原市使用料及び手数料条例の一部を改正する条

例について意見を求めるという形で、令和６年11月20日提出となって

おります。提出は田原市教育委員会教育長となっております。 

提案理由といたしまして、童浦小学校新屋内運動場に整備されまし

た空調設備について、学校施設開放利用団体の使用を開始するに当た
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り、料金の設定が必要となるため、本条例の一部を改正するものとな

っております。 

５ページになります。田原使用料及び手数料条例の一部を改正する

条例といたしまして、田原市使用料及び手数料条例の一部を次のよう

に改正する。別表第２学校施設開放使用料の項中、小中学校屋内運動

場１時間150円を、２段に分け、小中学校屋内運動場１時間150円、こ

れは使用料です。下段が追加になります。小学校屋内運動場空調設備

１時間650円に改めるとなっております。附則といたしまして、この

条例は令和７年４月１日から施行することとなっております。 

６ページに関しましては、新旧対照表がついておりますので、よろ

しくお願いいたします。この使用料につきましては、ランニングコス

ト、現スポーツ施設等の料金を参考にいたしまして、料金の設定をさ

せていただきました。 

今後のスケジュールといたしまして、今回、教育委員会で協議させ

ていただきまして、12月18日に市議会に提出し、承認されれば、１月

下旬に学校施設開放運営委員会を開催しますので、そちらの料金のこ

とについて、使用団体説明委員会において、使用団体等の関連の代表

が来ますので、説明していきたいと思っておりますので、よろしくお

願いいたします。 

以上となります。 

教育長 はい、ありがとうございます。確認のために自分が聞きますけれど

も、空調設備を使わなければ、今までとおり150円のみという、そう

いう形でよろしいですね。 

スポーツ課長 そうです。使用料のみとなります。 

教育長 それでは、事務局の説明が終わりました。ご質問等はございます

か。 

田中早苗委員 利用するに当たって、事前に申請をすると思うのですけれども、例

えば本日予約をして、来週使いますということで、空調設備は使いま

せんと申請したのですが、いざその次の週になったら、急に暑いとか

急に寒いで、やっぱり使いたいとなった場合、どうなりますでしょう

か。 

スポーツ課長 詳細な調整等は、これから必要だと思うのですが、現段階では３日

前までに料金の支払いというのが、今、前提となっておりますので、

３日前までにその日を予想していただいて、お支払いしていただく

と。使わない場合だと、急に言ってもなかなか難しいと思うので、３

日前までの料金をお支払いすれば、本申請と合わせてできますので、

見込みで一回、支払いもらったものに対しては、お返しするのはちょ

っと難しいという形で、現在考えておりますので、よろしくお願いい

たします。 

田中早苗委員 ありがとうございます。 
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教育長 さらに確認ですけれども、空調設備に入るためには、別に鍵がいる

ものだから、勝手に使用はできないということでよろしいですね。 

スポーツ課長 そうです。現在は鍵は別、空調の鍵がありますので、その鍵を学校

を使用している団体と、使うところに別渡しになります。 

教育長 その他、質問よろしいでしょうか。 

それでは、ご質問もないようですのでお諮りをいたします。 

議案第22号 市議会提出案件、田原市使用料及び手数料条例の一部

を改正する条例に対する意見については、原案どおり可決するにご異

議ございませんか。 

委員 異議なし。 

教育長 はい、ありがとうございました。 

では、ご異議ないようですので、議案第22号につきましては、原案

どおり可決といたします。 

次に、議案第23号 令和６年度一般会計教育費補正予算についてを

議題といたします。事務局の説明をお願いいたします。 

教育総務課長 教育総務課長川口です。議案第23号 令和６年度一般会計教育費補

正予算について。令和６年度一般会計教育費補正予算については、別

添によるものとする。令和６年11月20日提出、教育長名でございま

す。今回12月の補正予算の案件でございまして、５事業で歳出にして

9,020万円のものになります。 

まず、事業についてですが、順番に教育総務課からご説明させてい

ただきます。資料の８ページをご覧ください。８ページから順に説明

させていただきます。まず８ページの資料の左上辺りでございます

が、左上の事業３というところがございますが、そちら小学校整備事

業になります。小学校整備事業の補正額につきましては、その下の中

段の表の右端、そこに計という欄がありますが、上から２つ目の

4,704万7,000円、こちらが補正額として4,704万7,000円を増額するも

のでございます。その下の表にありますのは、工事請負費として、そ

の額を増額補正させていただくというものです。 

１ページお進みいただいて、９ページを御覧ください。補正の内容

でございますが、中山小学校の管理教室棟屋上防水改修工事を行うも

のになります。校舎屋上防水下に雨水が侵入をしまして、複数箇所で

浮きが発生しているという状況でございまして、現状は、この浮き部

分は防水性能がなくて、その他の部分も劣化が進んでいるということ

でございまして、早急に全体の防水改修を行う必要があるということ

から、防水の改修工事を行うものでございます。スケジュールは、令

和７年の３月から令和７年の６月の工事で行う予定でございます。 

次に10ページを御覧ください。10ページは中学校整備事業になりま

す。こちらの補正額につきましては、工事請負費1,068万1,000円こち

らを増額するものになります。 
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１ページにお進みいただいて、内容についてご説明いたします。11

ページになります。内容でございますが、２つの工事がありまして、

赤羽根中学校のソフトボールバックネット改修工事、福江中学校の屋

内運動場北側駐車場の整備工事を行うものになります。 

まず、福江中学校のソフトボールバックネット改修工事について

は、バックネットの支柱などが劣化しておりまして、大変危険な状態

でございますので、腐食部分の取替えや塗装の改修、支柱下部の補強

を行うものになりまして、328万9,000円の増額になります。 

次に、福江中学校の屋内運動場北側駐車場整備工事については、駐

車場の雨水排水処理が適正にされていない状況で、雨天時に渡り廊下

が冠水するという状態でございます。また、その駐車場の中央部が車

のタイヤの切り返しによりまして、採石が削られて凹凸ができてい

る。そのようなことから整備が必要となるもので、金額として739万

2,000円の増額になるものでございます。ソフトボールバックネット

の改修工事につきましては、令和７年の２月下旬から令和７年の４月

下旬を予定、福江中学校の屋内運動場北側駐車場整備工事について

は、令和７年３月中旬から令和７年５月中旬を予定するものでござい

ます。 

少し飛びますけれども、資料の18ページを御覧ください。18ページ

につきましては歳入予算になります。先ほど申し上げました歳出のほ

うの中山小学校の管理教室棟屋上防水改修工事に対しまして、国から

の学校施設環境改善交付金がございますので、1,568万2,000円を計上

しております。 

教育総務課関係は以上でございます。 

生涯学習課主幹 続きまして、生涯学習課主幹、小久保から説明させていただきま

す。戻りまして資料の12ページをご覧ください。こちらの事業ですけ

れども、芸術文化施設整備事業となります。工事請負費が補正額302

万5,000円で、備品購入費として、補正額324万円を増額するものでご

ざいます。 

次のページを御覧ください。事業の概要をご説明いたします。こち

ら２点ありまして、まず１点目、田原文化会館託児室空調改修工事で

すが、田原文化会館の託児室の空調が現在故障して利用できないた

め、改修工事費として、302万5,000円を計上するものでございます。

工期につきましては３か月を見込んでおります。 

次、２点目です。田原文化会館プロジェクター購入ですが、田原文

化会館の多目的ホールに設置してある貸出用のプロジェクターが、現

在故障して利用できないため、現在と同様な形で設置が行えるプロジ

ェクターの購入費用として、324万円を計上するものでございます。 

続いて、14ページのスポーツ施設整備事業となります。こちらのほ

うは工事請負費1,130万2,000円を補正して増額という形になっており
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ます。 

事業の内容につきましては次ページを御覧ください。滝頭公園の多

目的広場を設置してある散水栓の管理ですが、経年劣化により、数箇

所破損し、現在使用ができないため、改修工事費として1,130万2,000

円を計上するものでございます。工期は２か月程度を見込んでおりま

す。 

以上となります。 

文化財課長 続きまして最後になりますが、文化財課、天野が説明をさせていた

だきます。次のページの事業３のところで、文化財施設整備事業にな

ります。工事請負費として、1,490万5,000円の補正額になっておりま

す。 

次のページを御覧ください。事業の概要の一番下のところの主な内

容で、吉胡貝塚資料館照明のＬＥＤ化改修工事になります。それが

1,490万5,000円ということになりまして、補正の理由ですが、現在、

この工事の実施設計を進めておりまして、もう既に、ここでは10月末

に完了見込みとありますが、既に完了しております。年度内に発注す

れば、繁忙期である夏休み前、工期が５か月ほどかかるということに

なっていますので、完了することができるということと、資料館とい

う施設で、蛍光灯が特殊な蛍光灯を使っておりますので、その蛍光灯

がもう生産停止をしておりますので、緊急的にも改修する必要がある

ということで、補正で予算を計上しているものでございます。 

以上になります。 

教育長 はい、ありがとうございました。事務局の説明が終わりました。ご

質問等はございますか。よろしいですかね。 

 ご質問等もないようですのでお諮りをいたします。議案第23号 令

和６年度一般会計教育費補正予算については、原案どおり可決するこ

とでご異議ございませんか。 

委員 異議なし。 

教育長 はい、ありがとうございます。ではご異議ないようですので、議案

第23号につきましては、原案どおり可決いたしました。 

次に、議案第24号 田原市図書館協議会委員の任命についてを議題

といたします。事務局の説明をお願いします。 

図書館長 図書館長の是住です。議案第24号、19ページを御覧ください。田原

市図書館協議会議員の任命について。田原市図書館協議会委員を別紙

のとおり任命するものとする。本日付、教育長名でございます。 

１枚お進みください。20ページを御覧ください。こちらもございま

す名簿が、令和６年12月１日から令和８年11月30日までの任期で、図

書館協議会委員となる候補の方々９名となります。皆様、再任となり

ます。 

以上です。よろしくお願いいたします。 
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教育長 はい、ありがとうございました。事務局の説明が終わりました。ご

質問等はございますか。よろしいですかね。 

ご質問等もないようですのでお諮りをいたします。議案第24号 田

原市図書館協議会委員の任命については、原案どおり可決することで

ご異議ございませんか。 

委員 異議なし。 

教育長 はい、ありがとうございました。ではご異議ないようですので、議

案第24号につきましては、原案どおり可決といたします。 

教育長 続いて報告事項に入りたいと思います。では、教育委員の皆様に報

告連絡事項を順次お願いをいたします。 

まず、田中早苗委員さんからよろしくお願いいたします。 

田中早苗委員 お願いします。６件、報告いたします。少し多いので完結に行きた

いと思います。 

10月29日に保健対策推進委員会に出席してきました。健康たはら21

第２次計画の総評と３次計画案の説明があり、最終評価は達成と改善

されたというものが40％、悪化が49.5％となり、せっかくの政策に結

果が伴ってないようでした。 

次に30日、中山小学校の学校訪問に行ってまいりました。今年度の

重点課題の１つに、児童自身がわくわく感を持ちながら、探求してい

けるような学習課題を作るというのがあり、特使の単元名に、推しや

プリンセスといった児童たちをわくわくさせるようなワードが入って

おりました。暑さ対策として、ランドセルの代わりにリュックで登校

できたり、ペンケースがとても自由で、ぬいぐるみのようにかわいか

ったりと、柔軟に対応されて、好きな持ち物があるとモチベーション

が上がりますので、わくわくしますし、楽しく登校できるだろうなと

思いました。わいわいした授業のクラスと静かなクラスがありました

が、空きクラスを挟む配置によって干渉しなくていいなと思いまし

た。 

３件目です。31日に赤羽根中学校の研究発表会に行ってまいりまし

た。研究主題が、全ての生徒がありのままで、前向きに過ごせる学校

づくりということで、自己効力感を高める工夫がされていました。ア

カハニーカリキュラムやアカハニータイム、ＡＫＢＮ集会などがあ

り、中でもアカハニー言葉は、できたね、できそう、できるよ、でき

たじゃんというポジティブな言葉で、言ったほうも言われたほうもハ

ッピーになるなと思いました。記念講演では、愛知教育大学の山田浩

平准教授のヘルシースクールの推進というお話を聞きました。面白い

なと思ったのはナッジという仕掛学です。ナッジは人々の癖を理解

し、望ましい行動に導くアプローチなのですが、強制されるのではな

く、ついつい思うつぼにはまってしまうような、ストレスなく行動さ
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せるというのは、いろいろな場面で大切ですので、日常でもどこにあ

るか探してみようかなと思いました。 

続いて４件目です。11月２日、シェルマよしごで、渥美半島おもて

なしガイド養成講座を受講しました。増山さんに会いたいなという純

な気持ちで申し込みましたが、増山さんのユーモラスな解説は、歴史

嫌いの私でもとても楽しく聞くことができました。館内の展示は先日

の山田先生の記念講演で知ったナッジが活かされていて、めくったり

引き出したりでき、子どもももちろん、大人もわくわく楽しそうに学

べるなという工夫がありました。考古学者、垂涎の渥美半島の歴史

を、日本中の人にもっと知ってほしいなと思いました。 

５件目です。清田小学校、伊良湖岬小学校、福江小学校、泉小学校

の学習発表会、学芸会を見てきました。いろいろありましたが、それ

ぞれよさがあるなと思いました。中でも泉小学校で、児童の気持ちを

大切にしていてくれるなと感じましたのが、ネズミ役の４人のお面に

ついてなのですけれども、４人のうち３人のお面が水色で塗られてい

ました。ネズミのキャラクターというと水色を想像すると思うのです

けれども、１人だけ黄色い子がいて、なので意外だなと思ったのです

けれども、考えてみたら、ハムスターというと黄色いかなと感じまし

て、先生がネズミは水色で塗ってねという強制した感じがなくていい

なと思いました。 

６件目に、19日、田原市小中学校小中校長会年末懇親会にお邪魔し

てきました。先生方の新任時代の裏話などを聞けてとても楽しかった

です。 

以上です。 

教育長 はい。ありがとうございました。 

それでは、太田委員よろしくお願いします。 

太田孝雄委員 私もこの期間、いろいろ学校を訪問させていただいたことについ

て、ご報告させていただきます。８校を訪問いたしました。 

まず学校訪問ということで、10月23日に赤羽根小、10月29日に六連

小、２校に学校訪問については行きました。赤羽根小につきまして

は、渡辺校長先生４年目最終年ということで、４年間のキーワード感

動ということで、ずっと何年間か積み上げてきた仕上げの年になって

いるかと思いますが、以前、私、別の役で赤羽根小のほうを訪問して

授業を見させていただいたときから、やはり子どもたちの授業に取り

組む姿勢が、大変向上してきたなということで大変感心をしました。

それから赤羽根小は、コミュニティスクールを立ち上げて広報してお

りますので、そのことについて校長先生とお話しをさせていただきま

した。 

それから、六連小学校につきましては、授業、大変子どもたちが生

き生きと取り組んでいて、算数の授業をやってみえる方が多かったの
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ですが、経験年数の少ない先生も本当に一生懸命、授業に取り組んで

いる姿が伝わってきましたので、大変いいなというように思いまし

た。六連小、３年間にわたって、教員の欠員補充が十分でないという

ようなお話がありましたので、今、働き方改革ということが盛んに取

り組まれておりますけれども、ただ１人の教員のその勤務時間だけで

はなくて、その教員の定数が満たないということについては、やはり

教育委員会と補充していただくような、ご努力されているかと思いま

すけれども、要するに人数というのは、特に働き方について大きく関

わってきますので、十分満たすような形でお願いしたいなというよう

に思いました。 

２校、学校訪問をして、特に私が２校を通して感じたのは、小学校

は部活がなくなってきましたので、子どもたちの授業後の生活が、特

に家庭環境によって、家庭によって大きく変わっておりますので、安

全面はもちろんですけど、体力面、健康面についても、やはり子ども

の様子を今後、見ていく必要があるかなという点と、それから教育委

員会からの指令で、訪問要項というのが学校訪問出ますけれども、そ

の中で以前は保健だとか事務の方々も概要説明されるんですが、ほと

んど冒頭が多かったんですが、この頃、紙の資料を出していただくも

のですから、訪問する側としては大変、分かりやすくてありがたいと

いうことを感じております。 

それから10月31日に赤羽根中の研究発表、先ほど田中委員のほうか

らもお話がありました。アフターコロナということで、子どもたちが

学校でありのままの姿を出せるという、今の時期に合わせたようなテ

ーマであったかと思います。全体として、特に先生方の表情がすごい

明るくていいなということを感じました。ああいう明るく接すると子

どもたちも安心感を持つし、先ほどあったように、子どもたちも尊重

するような、そういう構えがあったかなと思います。いろんなデジタ

ル機器を、いろんなＩＣＴでいろいろ使っておりますけれども、以

前、私がここで13年前に赤羽根中で研究発表したときの、チューモ君

という、本当のアナログの提示するような、話し合った資料などを提

示するようなボードがまだ使われているということ、やはり全てがデ

ジタルに向くのではなくて、アナログの良さも続けていきながら、よ

りよい効果的な教材教具を作っていくということが大事だということ

を感じました。 

それから、学芸会、学習発表会については、４校プラス１校、５

校、行かせていただきました。11月９日に中山と亀山へ行きました。

中山小学校も大変人数が減ってきて、私は主に低学年のほうしか見れ

なかったのですが、大変人数が減ってきておりますけれども、子ども

たちが大変生き生きと取り組んでいました。ちょうど来賓席、隣に中

山の校区会長の小川守、元神戸小学校の校長先生がおみえになりまし
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たけれども、子どもの様子をよく分かっているので、劇を見て子ども

が成長してるなということを言われましたので、そういう保護者のな

り地域の方々が、子どもの成長の様子、変化というものを見る点で

は、こういう学芸会、大変、意義深いことだなということを感じまし

た。 

１つハプニングがありまして、保護者の方が体調不良になりまし

て、倒れたような状況だったのですが、ちょうど駐在さんもみえたり

して、救急車も呼んで大体30分ぐらいは中断があったのですけれど

も、とても先生方、周りの方々、適切迅速に対応されて、特にもうそ

の日、体調は戻ったそうですけれども、そんなようなこともありまし

たけれども、ハプニングもありましたけれども、中山の先生方の対応

が素晴らしいなと思いました。 

それから、亀山は37人なのですけれども、とても学芸会の劇にし

ろ、音楽は聞けなかったのですけれども、とても質が高いというか、

よく練習されているなということを感じました。お話、聞くと、劇団

の方のご指導もあったりして、人数も少ないこともあって、十分練習

を取り組んでいるなということを感じました。 

それから11月16日には、３校、東部小、大草小、それから神戸小と

３校に行かせていただきました。大草小については、やはり人数が少

ないということで、１人１人が活躍できているなということを感じま

した。私、大草については、前半の低学年しか見れなかったのです

が、６年生の劇が、山田もと先生の水の歌の劇化したものということ

で、地域の方の御指導をいただいているということで、それも見たか

ったのですけれども、そういった地域の方も巻き込んでやっていると

いうことも、大変素晴らしいなということを感じました。 

以上の学校は、全て学芸会だったのですけれども、１つだけ東部小

は学習発表会ということで、主に音楽、体育を中心とした学習発表で

した。来賓席で、お隣の方はどういう役職なのか存じませんけれど

も、昔の学芸会というものが懐かしいのか、いつからこういうふう

に、どうしてこういう学習発表会的なことになるのですかというよう

なことを私に聞かれたものですから、今は子どもたち１人１人が普段

の学習の発表の場ということで捉えて行い、また多くの時間も劇だと

かかるものですから、こういった学習指導要領に近いものをやってい

くような形に、今こういう取り組みをしてますというようなことも、

お話をさせていただきまして、そこで感じたのは、校長先生なり教頭

先生なり、地域の方々が来ているのだけれども、なかなかその地域の

方と交わるという、接することが少ない学校もあるので、なるべくな

ら地域の方の近くで説明するなりということをしていただければ、よ

り的確な理解が得られるのではないかなということを感じました。東

部小も本当にいろいろ工夫されて、普段の学習の発表というものに取
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った内容ができていたなというふうに思いました。 

それから神戸小については、最後、私、自分の孫がおるということ

で、時間が最後あったものですから、神戸のほうも寄らせていただき

ました。神戸小の６年生の劇を見たのですが、70人ぐらいの子どもた

ちを１つの劇の中に、それぞれが役を持ってやるということの大変さ

を感じました。１つの役に何人かがなるということはもちろんですけ

れども、次から次へと人を変えていかなくてはいけないというような

ことで、大規模校での劇の難しさというものを、神戸では感じました

けれども、それでもいろいろ保護者の方へのいろんな配慮もあります

し、とてもそれぞれの学校で工夫されておりました。 

ちょっと長くなって申し訳ありませんが、別の件で田原市文化祭に

ついては、本当に教育長をはじめ多くの方々にご参加いただいて、こ

れは本当は市が主催で文化協会が委託を受けているものですから、田

原市文化祭ということで、文化協会がやっているというわけでもない

ので、市民はもちろん入っているのですが、今年は私は田原会場に主

にいたのですけれども、小学生の部活がなくなったせいかどうか分か

りませんが、小中学生の参加が例年に比べれば多かったなということ

を感じました。それに伴って、保護者の方の参加も多かったものです

から、まだまだその文化協会の会員としてはなっていないですけれど

も、市民として、子どもたちの文化祭の参加も多かったので、今年は

その点ではよかったなということを感じました。 

それから、もう一つ、中部北陸実業団駅伝につきまして、今までも

何回もあったのですけれども、今年が多分、私、一番、興味を持って

見させていただきました。というのは吉居選手も出ましたけれども、

赤羽根中の先生がクラブチームでちょうどうちの前の５区を走ったと

いうことで、赤羽根中の先生方も赤羽根中の子どもたちも応援してい

ましたし、私の周りの方も結構、例年に比べれば、多く応援していた

ということで、先ほどの学芸会と駅伝を含めて、応援する人、興味の

ある人がそこに出てくると、周りの観客は多くなるし、より市民なり

保護者なり、意欲が高まっていくのではないかなということを、この

２カ月でいろいろな行事に参加させていただいて感じました。すみま

せん、長くなって以上です。 

教育長 はい、ありがとうございました。それでは、髙崎委員よろしくお願

いします。 

髙崎佐智江委員 はい、失礼いたします。私は10月26日、渥美病院の病院祭、そして

27日、田原市民まつり、30日、亀山小学校、11月３日田原市文化祭、

市民茶会の午後から裏方でお手伝いをさせていただきました。まず順

に、日にち順にお話をさせていただきたいと思います。 

渥美病院の病院祭、お邪魔させていただいたのですが、本当に普段

から市民のために吉田院長をはじめ、皆さん、先生方が頑張ってくだ
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さっているのですが、私、感動いたしましたのは、現場に吉田院長が

いらっしゃったということです。そして、柳田さんの歌をロビーでや

っていらっしゃったのですけれども、とともに、御退職された小林啄

先生が、柳田さんとかを一生懸命応援なさって、地域をはじめ皆様方

にご尽力いただいたなということを思い出させていただきました。 

次に、田原市民まつりは、今、私、田原の法人会では外させていた

だいたのですが、東三河の法人会の女性部会の役員をさせていただい

ております。これは私事なのですが、市民まつりの法人会のブース

で、休憩を取りたいから、突然お手伝いに来てくださいということ

で、お邪魔させてもらったのですが、感動いたしましたのは、教育長

がご自分のお仕事、終わられてからも、市民まつりで一生懸命回って

みえて、一生懸命交流していただいていたということが、すごく感動

いたしました。私もついつい釣られて購入させていただいたのですけ

れども。とともに私こうして最近この教育関係以外の行事に出させて

いただくと、必ず教育長さんいらっしゃるのです。田原グローバル専

門学校のたっぷく祭ときもそうでしたし、部長にもお目にかかりまし

たけれども、この業務以外に皆さん本当に出席されていらっしゃっ

て、本当に頭が下がる思いでいっぱいでございます。普段からお忙し

いのに、こうして行動されるということが、また次の市政行政の発展

につながっていく。また、子どもたちの教育につながっていくことな

のだなということを、改めて実感させていただいております。 

次に亀山小学校についてお話をさせてください。一言で申し上げま

して、もう本当に仲の良い理想の家族を学校で表現しているというよ

うな学校でございました。校長先生をおじいちゃまとして例えるなら

ば、教頭先生がお父様、そして先生方がお兄ちゃん、お姉ちゃんとい

う感じで、もう１人１人をきめ細やかに見ていらっしゃるという印象

がございました。とともに、私の先入観ではございましたけれども、

やはり教育というのはどこにいても平等なんだな。先生方のお力次第

で、例えばＩＣＴ教育を取り入れる。そして音楽の授業は素晴らしか

ったのですけれども、どの授業も素晴らしかったですが、教育長さん

がおっしゃるように、私はそこの教育の件に関しては理解不足ではご

ざいましたが、国語と算数の授業を取り入れていかれるということ

が、これからの亀山小学校を見据えて、発表の場で大事なのだなとい

うことを学ばせていただきました。 

先ほどの教育長さんのお話なのですが、私、思い返しますと、高校

時代に津具から越境入学されていらっしゃる方がおみえになりまし

た。なので、高校時代はすごく不思議だったのですけれども、そうい

う方々が地域に戻られて、先生をなさっているという方が多いのです

ね。なので、やはり外を御覧になって、そして外に出られて高校に行

き、そして大学に行き、先生になられる。その先輩は退職されました
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けれども、こうしたどこにいても本当にリーダーシップのある方がい

らっしゃると、地域、また学校は変わっていくのではないかなという

ことを、教育委員をさせていただいて感じさせていただいておりま

す。 

それから、先ほどの田中委員の話でふと思ったのですけれども、ネ

ズミが青色。黄色がいた。これはおもしろいなと思って。どうしてか

というと、私の中でのネズミはブルーではなかったので、一瞬、トム

とジェリーを過ごしてしまったのですね。本当に色は面白いな。けれ

ども難しいということを思いました。というのは、以前ある方から伺

ったのですが、リンゴが青色と学校現場で言ったときに、先生から否

定をされて、次の日から学校行くのが難しくなってしまったというお

子さんがいらっしゃったと伺ったことがあります。リンゴは赤も青も

ある。ここにもございますけれども、子どもとの向き合い方、困難を

抱えた背景はありますが、本当に学校現場にお邪魔させていただく

と、どこに焦点を当てて教育をしていくかということは、先生方の力

量と、ものすごく難しいんだなということを、最近、特に思わせられ

ます。なので、本当に皆さんに先ほどから教育って平等なんだなと思

うということをお伝えしたのですが、そういう見方をすると、教育っ

てもしかしたら平等ではないのかなというような感じ方もしておりま

す。 

先ほど太田先生が部活動の話をしてくださいました。私もまさにそ

の部活動に関しては、本当に部活動で鍛えられて、公立ではありまし

たけれども、お水も飲めないような強いチームにいたものですから。

ただそれが今、時代が変わって、私も最近ひっくり返るような経験を

したものですから、それで思い返しますと、当時のがんがんやれたと

いうことが脳に残っているのではないかなということを思いました。

なので、これから部活動が変わっていくにつれて、先ほどから、教育

教育とお伝えしていますけれども、住む地域によってすごく格差が出

ていってしまう。どういう格差かというのが、まだ実際に見ていない

ので分からないのですけれども、これはすごく格差が出てきてしまう

のではないかなということを感じさせていただいています。なので、

本当に今まで田原市のためにご尽力された退職をされたお力のある先

生がたくさんいらっしゃると思うので、こういった先生方が本当にお

力を合わせて、田原のお子さんたちのために、何かいいことがある

と、いいことというか、考えていただけるといいのではないかなとい

うこと思います。 

先ほどお伝えするのを忘れてしまったのですが、亀山小学校の中

に、ご逝去されましたが、松浦先生のとげのないバラという絵がござ

いました。これ素晴らしい作品なのですが、このとげのないバラとい

うのは、徳川家康が逃げてきた時代に、恐らくあそこで過ごされた民
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話を絵にされたものだと思います。この絵は豊橋の有名な画家と一緒

に、松浦先生が以前、豊橋の図書館で、地域の民話ということで出さ

れていた。童浦小学校のクジラの絵も出されていらっしゃいましたけ

れども、私、この全く同じ現物を豊橋の中央図書館で拝見したことが

あります。なので、こうしたものが本当にスモール校の中にさりげな

く飾ってあるって、実はすごいことなのだということを、地域の方だ

ったり、お子さんたちに分かっていただくといいのではないかなと思

いました。 

これからは、今から言うことは私１人の意見ですので、かなり賛否

両論があると思うのですけれども、亀山小学校は蚕の飼育をされてい

て、機織り機があってすごいなと思っています。これは小学校の学習

だけではなくて、実は商工観光課さんとか他の部署が、地域の方と連

携を取られて、何か地域の方と仲良くされて発展性があるのではない

かなと私自身は思っております。伊勢神宮は日本国民が憧れる場所で

すので、本当に亀山小学校に伺って、その蚕を１つ、それからあと松

浦先生の絵１つ。本当に想像以上に先生方のその教育も素晴らしいと

思います。校長先生も長く中学校の教頭先生、勤めてみえた素晴らし

い方ですし、それから教頭先生もベルギーでのご実績を、私、他の方

から聞いたことがございます。そういう先生方の潜在能力が生かされ

た素晴らしい学校だなということを、亀山小学校をお邪魔させていた

だいて思わせていただいた次第です。 

最後になりますが、絵手紙なのですけれども、実はこういう判断で

お話をするということは、もしかしたら賛否両論あるかもしれませ

ん。けれども、現在、その法人会というのは、税務署の支援組織なの

ですね。なぜ私が関わらせていただいたかというと、勤め先が法人で

あるということなのですけれども、実は今、泉地区の方が女性で、税

務署の筆頭副署長をされていらっしゃるのですね。なぜ、もちろん絵

手紙を先生方がお忙しいのは分かるのですけれども、なぜ今までは田

原がゼロだった時代もあって、私はずっとそれも今まで何も言わなか

ったのですけれども、その税務署の副署長さんも市民まつりに参加さ

れていたりとか、教育長、部長もいろいろお目にかかったことござい

ますけれども、ご自身の業務以外でご参加されていらっしゃるとい

う、田原市にご尽力いただいているというところを考えると、やはり

お子さんの教育のために、一歩、進まれるのではないかなということ

を思いまして、今回は発言をさせていただきました。 

いずれにしても長くなりましたけれども、田原市は行政含め、皆さ

んには現在は頭が下がる思いでいっぱいでございます。今後とも、不

出来ではございますけれども、引き続きよろしくお願い申し上げま

す。以上でございます。 

教育長 はい、ありがとうございました。では、田中智和委員、よろしくお
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願いいたします。 

田中智和委員 失礼します。私からは５件ほど報告させていただきます。 

まず初めに10月26日の渥美病院祭、私、神戸地区の渥美病院のモニ

ターになっていまして、案内が届きましたのでチケットもありました

ので行ってきました。私自身、けがをして毎週、今リハビリに通って

いるのですが、その先生やスタッフの方が、一生懸命、焼きそばを焼

いたり、接客をしたりしている姿に、本当に親近感を覚えて、親しみ

やすい病院だなと思いました。 

そして10月31日、田原中学の研究発表会に行ってきました。未来創

造、対象を自分ごと化しながら追求し、考えを更新できる生徒の育成

ということでした。いろいろな面白い単元名がいっぱいあって、その

中でも３年Ａ組の、そこに愛はあるんか？自らの考えを。人工知能と

の未来。人間と人工知能と創造性ということで、非常に面白い内容

で、一部しか聞いていないのですが、それまでの人工知能賛成という

流れから、いざじゃあ、自分の子どもの名前について人工知能に考え

てもらった場合、そこに愛があるのかないのかみたいな、その内容に

よって使えるけれども、それは駄目でしょうみたいな、子どもたちの

反応が先生の思ったような感じに向かっているような気がして、いい

内容だなと感じました。 

そして分科会というものを私、初めて見させていただいて、先生方

の前で失礼なのですが、初めて先生、本当にかっこいいなと思って、

教師になりたいなって、自分ずっと農家でしたけど、初めて思いまし

た。本当に分科会での話し合っている先生の姿がかっこよかったの

で、これを就職、迷っている。進路を迷っている高校生とか、教員免

許取ったけどどうしようっていう、そういう大学生とか、そういう方

も先生のかっこよさを伝える場になれば、私はその世界を知らなかっ

たので、これだけ真剣に話し合っている先生を見るのは、すごい外か

らの人間ですけれども、すごい刺激を受けてかっこいいなと思ったの

で、何かそういう近くの成章高校であったり、何か先生の育成という

か、将来の卵たちに向けて、一緒に交わることができれば、本当、地

元からそういう先生を輩出できるのではないかなと感じました。 

次に東中祭、11月７日に行ってきました。東中祭ですが、東中祭の

体育祭の部で校長先生がおっしゃっていました。その前に行われた合

唱コンクールと合わせて東中祭だと。それで実際に生徒たちも合唱コ

ンクールで負けたクラスに負けたくないということで、そのクラスの

号令をかけるときに、そこのチームには負けないぞみたいな号令があ

ったりして、いい効果だなと思いました。そして、東部中学校１年生

と３年生は４クラスなのですが、２年生が３クラスで、昨年度はその

３クラスの学年を４つに分けて、体育祭をやったのですが、今回はそ

の学年、そのクラスごとで、その理由を聞いたら、やはり同じクラス
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で分けるのは良くないということで、縦割りの最後、発表、優勝とか

決めるのを、学年ごとに分けて、今年から学年ごとの優勝、最優秀と

か決めていたのですけれども、それもすごい良かったのですけれど

も、縦割りではないのに、１年生が３年生を応援したり、２年生を応

援したり、先輩が後輩を同じクラスだというだけで応援したりしてい

て、それもすごい素敵だなと思いました。そして、その演舞というの

があるのですけれども、その演舞については３年生主体で１年生、２

年生が希望する子が入るのですが、その全部含めて評価されるので、

いかにその先輩が後輩たちに動いてもらうか、真剣にやってもらうか

というのを、うちの娘もちょうど３年生で悩んでいましたので、それ

が当日、ああ、１年生が頑張っているのうれしいなとか、そういうふ

うなものが見れて、とてもいい体育祭になったと思います。 

最後になりますが、11月16日に神戸小学校の学芸会に行かせていた

だきました。１年生から６年生まで見させてもらいましたが、先生の

ピアノが何度か見ることがあって、本当に上手だなと、失礼ながらと

思いまして。自分たちの子どもたちの指導もありながら、自分たちも

陰で練習して、そこに仕上げているんだなと思うと、先生の努力が本

当に見えました。そしてコロナに入ってからですが、入替えが完全に

入替えで、学年、席が全て子どもに引いてもらった席順になっていた

ので、入替えもスムーズで、最後に集合時間、集合写真を２分ずつ撮

る時間があるのですが、それもきっちり２分で手際もよく、スムーズ

な入替えで、保護者の方も誰も文句言わずに移動しているのが印象的

でした。そして、６年生の、先ほど太田委員がおっしゃっていたよう

な、６年生の大人数の劇なのですが、そちらで一番最初に欠席の子が

いるのですが、それでも代役を立ててやります。頑張りますみたいな

感じの話だったのですが、どの子が代役か分からないぐらいできてい

て、それほど他の、自分ではない番もしっかり見て記憶して、みんな

で全体で練習しているからこそ、代役を感じさせない動きができるん

だなと思って、そこに感動しました。 

以上です。 

教育長 はい、ありがとうございました。委員の皆様には、丁寧な情報収集、

大変ありがとうございました。 

また、学校関係のものは、校長会を通じて、いいところはいいとこ

ろとして、それでこのようなところは直したらどうだというのは、伝

えたいと思いますので、よろしくお願いをいたします。 

それでは次に、報告事項の（２）令和７年度小中学校入学式等儀式

の実施日について、事務局からの報告をお願いいたします。 

学校教育課長 よろしくお願いをします。21ページでございます。既に各小中学校

等を通じて、連絡が行っているかもしれませんが、令和７年度の小中

学校の入学式等の儀式の日程でございます。給食につきましては下記
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に示されております。高校につきましては、予定案となっております

ので、これは確定はしていませんが、恐らくこの日にちではないかと

いうことで、高校も載せさせていただいております。 

以上です。 

教育長 それではこの今の事務局の報告について何かご質問等はございます

か。よろしいですかね。 

ご質問もないようですので、次に報告事項の（３）小中学校への寄

附について、事務局から報告をお願いします。 

教育総務課長 はい、それでは教育総務課から報告させていただきます。 

報告事項の３番目、小中学校への寄附について、資料22ページを御

覧ください。こちら令和６年度の教育関係の寄附一覧になります。１

番から７番までは以前にご報告をさせていただいておりまして、今回

８番目のものについて報告をします。 

こちら、令和６年10月29日に三河ミクロンさんから小中学校及び保

育園の花いっぱい運動の推進並びに環境教育の向上のためということ

で、そちらに記載の草花用の培土をいただいております。バラで7.5

立方メートル、袋で1,010袋ということで、毎年いただいておるもの

でございまして、大変ありがたく思っております。額にして、資料に

ございますとおり146万円相当ということでございまして、有効に使

わせていただきたいと思います。 

以上で報告とさせていただきます。 

教育長 それではただ今の事務局の報告についてご質問等はございますか。

よろしいですかね。 

ご質問もないようですので、以上で報告事項を終わります。 

教育長 次にその他ですけれども、事務局、何かございますか。 

教育総務課長 それでは、資料の23ページを御覧ください。資料23ページは、教育

委員出席日程案ということで付けさせていただいております。本日11

月20日以降、今後のスケジュールについて、付けさせていただいてお

りまして、次回の第12回定例会は、12月13日金曜日午後４時から16時

から、場所は南庁舎４階の政策会議室で行う予定としております。会

場が本日と異なる場所になりますので、ご注意いただきたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

なお、その同日ですけれども、18時から若草において、教育委員会

教育部の忘年会を開催したいと思いますので、ご出席くださいますよ

う、よろしくお願いいたします。 

次に、１月12日の日曜日は令和７年田原市20歳の集いになります。

こちらを午前10時から開催いたしますので、ご出席をお願いいたしま

す。 

１月21日火曜日、こちらは令和７年第１回定例会ということで、13

時30分からこちらの本日と同じ302会議室で行う予定としておりま
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す。 

同日15時30分からは、奨学金受給者選考委員会ということで、同じ

302会議室で開催する予定でございまして、こちらは教育長さんと太

田委員さんのご出席をお願いしたいと思います。 

１月24日金曜日は、東三河管内教育委員代表者会議が、13時30分か

ら蒲郡市議会館で開催されます。こちらの代表者会議のほうは、教育

長さんと田中早苗委員さんのお二人のご出席をお願いしたいと思いま

す。 

同日その後、15時30分からは東三河管内市町村教育委員研修会のほ

うが、同じく蒲郡市民会館で開催されますので、教育委員さんの皆様

方のご出席をお願いしたいと思います。 

下の表は、また教育関係イベントが記載のとおり開催されますの

で、ご覧いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

教育長 はい、ありがとうございました。その他はよろしいですか。 

太田孝雄委員 今の点で。１月24日の蒲郡については、あと懇親会もありますか。

教育長 懇親会が、多分あると思います。 

教育総務課長 あります。皆さん、一緒に行かれるようなスケジュールを組みたい

なと思います。また調整をさせていただきたいと思います。よろしく

お願いします。 

教育長 また調整をしてください。お願いします。それではその他は。 

文化財課長 文化財課です。皆さんのお手元に招待券を配らせていただきまし

た。お隣の豊橋市の美術博物館で、銅鐸をテーマにした展示を行うと

いうことで、私どもの田原市からも、椛の銅鐸と堀山田銅鐸という銅

鐸を、こちらのほうに出展をしておりますので、お時間ありましたら

ぜひお立ち寄りいただければと思います。 

併せて今現在、博物館で行っておりますが、川瀬巴水展が後期展示

になりまして、今週いっぱいで終了してしまいますので、お見逃しの

ないよう、よろしくお願いしたいと思います。 

教育長 はい、よろしくお願いします。その他でありますか。はい、どう

ぞ。 

生涯学習課長 では、生涯学習課の山田から、皆さん方にチラシを１枚お配りさせ

ていただいております。12月１日、日曜日、田原文化会館で、ＮＰＯ

法人ひより理事長の渋谷さんをお招きした、そういった子どもとの向

き合い方ということに対して講演会がございます。今日、会議があり

まして、集まってくださった方によっては、今、文化ホールとなって

いますけれども、人数が少なければ、当日、多目的ホールに場所を変

えて開く可能性もございますが、間違いなく12月１日この時間帯で文

化会館ではこの演題で開かれますので、ご案内だけさせていただきま

す。 

以上です。 
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教育長 当日、それだけの変更ができるということですか。 

生涯学習課長 今現在、両方の会場を確保、今日時点でさせていただきました。今

日、会の方とお話をしてどちらにしましょうかということで、今日の

夜にはどちらかに会場が改めて決まります。 

教育長 分かりました。その他ございますか。よろしいですかね。 

それではないようですので、以上で本日の議事は全て終了いたしま

した。ご協力ありがとうございました。 

これを持ちまして、田原市教育委員会第11回定例会を閉会させてい

ただきます。以上です、ありがとうございました。 

閉  会    午後２時48分 

教育長 

委員 

委員 


